
ア ア 児童・生徒の学力向上に係る九重町教育委員会や学校における行動 ○

1 習熟度別指導による低学力層の底上げと高学力層の増加 小（３／６）　　中（１／１）

2 活用問題を取り入れた授業改善 ○ 全ての教科で偏差値５０以上の学校数

3 協調学習による思考力・判断力・表現力の育成 小（３／６）　　中（１／１）

4 単元を見通した指導計画（ナビットくん）の共有化 ○ 下位層（１段階）の児童生徒の割合

5 九重町版ステップアップ講座の実施（小学校） 小（１０％）　　中（１０％）

6 長期休業中の補充学習の実施（中学校） ○ 上位層の割合を５％アップ

○ 全国調査Ｂ問題の平均正当数標準化得点

イ 学力向上に関して抱える組織的な課題を解決するための九重町教育委員会や学校における行動 小６国（９８）　　小６算（９９）　　中３国（９８）　　中３数（９９）

1 町内の組織的な課題解決を進行管理する教務主任会議の充実

 イ 2 校内研修（研究）の在り方を見直し

3 主幹教諭・指導教諭・学力向上支援教員による活用問題を取り入れた授業改善の普及

4 習熟度別指導の徹底を図るための指導方法の工夫改善加配の活用

5 理科支援員（アシスタント）の活用 ○

6 図書館教育担当者（司書教諭）を核とした学校図書館を活用した町内全校指導体制の確立 ○ 全ての教科で偏差値５０以上の学校数　　小（６／６）　中（１/１）

○ 下位層（１段階）の児童生徒の割合

小（５％）　　中（５％）

○ 上位層の割合を５％アップ

○ 全国調査Ｂ問題の平均正当数標準化得点

小６国（１００）　　小６算（１０１）　　中３国（１００）　　中３数（１０１）

ア
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ア 児童・生徒の体力向上に係る九重町教育委員会や学校における行動 ○ 体力・運動能力調査の全国結果を上回る種目の割合

1 1 Ｈ２４体力調査結果の分析結果に基づく体力向上（主に持久力向上）に向けた取組の計画と実践 小　５６％　　中４６％

2 スポーツ鬼ごっこ大会の実施により、運動好きの児童の割合を増やす ○ ２０ｍシャトルランにおいて全国平均を上回る学年の割合

小　６０％以上　中５０％以上 3 学期毎にスポーツ愛好度調査を行い、実施計画の検証と取組の見直しを行う 小　８／１２　　中２／６

○ 小中学校女子児童生徒の運動好きの割合

イ 体力向上に関して抱える組織的な課題を解決するための九重町教育委員会や学校における行動 小　５０％　　中４４％

1 町教委主催の体力向上研修会（年１回）を実施し、教職員の意識高揚と施策の周知徹底を行う

2 校長会において、体育主任の役割強化について徹底

3 Ｈ２３・２４「大分元気っ子パワーアップ事業」指定研究の成果を５つの他小学校に広める

4 ここのえ緑陽中において体育の研究授業を行い、町内小学校の体育主任に公開

イ 5 １校１実践の共有のための研修会を年１～２回実施

6 体育主任・教務主任・生徒指導主任を中心として栄養教諭と連携した食育を推進するとともに、各学校年間３回の栄養教諭と連携した食育の授業を実施

○ 体力・運動能力調査の全国結果を上回る種目の割合

小　６０％　　中５０％

○ ２０ｍシャトルランにおいて全国平均を上回る学年の割合

小　１０／１２　　中４／６

○ 小中学校女子児童生徒の運動好きの割合

小　５５％　　中５０％

体力向上に関して抱える組織的な

　 　　　　　④外国語活動　　　　　　　　　　　　　　・英語科教員を中心とした小中連携の実施（アドバイス・助言）
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町主催の研修会により、施策

の徹底と意識の高揚を図る

実践交流会による１校１実践

の共有化

２０ｍ「シャトルラン」で全学年

男女の５０％以上で全国平均

を超える

小中学生女子の運動好きの

割合５０％以上

①

学力向上

アクションプラン

②

体力向上

アクションプラン

③

組織力

向上計画

④

先進的・

先導的取組

全国調査で全ての教科で全国平均を超えた学校数

全国調査で全ての教科で全国平均を超えた学校数  小（６／６）　　中（１／１）

1

小・中学校において、全ての

教科で偏差値５０以上を目指

す。

3

市町村

名

プラン

計画名

目標

　　　　　　　　　　　　　　　　　市町村教育委員会のアクションプラン・計画等のまとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　日田　　）教育事務所

H２５達成指標

H２６～Ｈ２７達成指標

行動計画等

九

重

町

小・中学校において、全ての

教科で全国平均を超える。

児童・生徒の体力向上に係る目標

目標 行動計画等

行動計画等

○学校評価

・「学校評価の手引き」を基に「学校評価ガイドライン」の作成、改訂を行う。　・各学校の評価項目を点検し、重点項目を絞り込んで達成指標を示すよう指導する。・平成２５年４月から新たな学校評価ガイドラインに従って各学校の学校評価の在り方について指導し、計画書

を提出させる。　・検証、改善のためのPDCAサイクルを学期ごとに行い、課題解消に向けた取組を行う。

○学校管理規則改正

・主任の任命に係る教育委員会の承認制の導入。　　・運営委員会の制度化。

○学校運営体制の充実

・ 校長会を開催し、主任等の役割について説明し、周知徹底する。　・年度当初、教務主任会を開催し、教務主任の職務と 役割について周知徹底を図る。　・教務主任の役割を説明するための職員会議を開催し、全職員に周知徹底する。

・運営委員会の機能状況や職員会議の在り方について学校訪問や校長への聞き取りを通して確認する。・職員一人ひとりの実態把握に努め、健康面、精神面を支援する教務主任を中心とする学校体制を整備する。

H２５達成指標

H２６～Ｈ２７達成指標

児童・生徒の学力向上に係る

目標

2

学力向上に関して抱える組織

的な課題を解決するための目

標

司書教諭を中心とした計画的

な図書館活用の推進

                    ③体力向上　　　　　　　　　　　　　　　　・小学校と連携した体力向上の推進（年１回の公開授業）

                  　②習熟度別指導　　                   　 　・効果的運営について、小学校と連携した取組のための指導・助言。

○ここのえ緑陽中学校における主幹教諭の活用（１校しかない中学校を誇れる中学校にしたい。）

※ 学校経営計画の参画

　　　・PTAに関すること。　　・小中連携に関すること（習熟度別指導・体力向上・外国語の計画・立案） 　 ・調査・報告書の作成　　・他の教諭への指導助言

〈小中連携〉　　　「オール九重で子どもたちを育てよう」を合い言葉として小・中連携のキーマンとして活用。

　　　　　　　　　①生徒指導（中１ギャップの解消）　　・４月に旧６年担任によるここのえ緑陽中学校授業参観、交流会開催。　・１月にここのえ緑陽中学校教諭が６小学校へ行き、授業参観、交流会を開催。　・３月に児童情報交流会を開催。

1

体力・運動能力調査において

全国平均を超える種目数の

割合

3 体育主任、教務主任を中心と

した体力向上、食育の取組

課題を解決するための目標

2

1 ミドルリーダーを中核とした組

織的な校内推進体制の確立

2 教務主任会・研究主任会を中

心とした研究・授業改善の推

進


